
日時： 
場所： 

2012年11月2日, 13:00~14:30 
明治大学生田キャンパス, 第二校舎A館, A207教室 

野々村 真規子 （日本大学）  

Access: 10 minutes on foot from Ikuta Sta. Odakyu line, 
Or 10 minutes by bus No. 13「明治大学正門前」, get off at the last stop. 
See http://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/ for details. 

Meiji institute for Advanced Study of Mathematical Science (http://www.mims.meiji.ac.jp) 
(Organizers: M. Mimura, D. Ueyama, Y. Wakano, K. Ikeda and S.Kinoshita) 

Everyone is welcome to attend “現象数理学セミナー”.  

“現象数理学セミナー ” is partly supported by Meiji University Global COE program 
“Formation and Development of Mathematical Sciences Based on Modeling and Analysis”  
(http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/). 

概要：フェーズフィールドモデルは、結晶成長のモデルとして考案され、合金
やマルテンサイト変態や強磁性体などの様々な研究に用いられてきました。今
回は、この固体の物性研究に使われてきたフェーズフィールドを、柔らかい細
胞を表すために用います。単純に、一つの細胞の形の変化を一つのフェーズ
フィールドで表現すると、計算メモリの不足が問題となります。細胞の数だけ
フェーズフィールドを用意する必要があるため、多数の細胞の数値計算ができ
ないのです。今回紹介するモデルでは、細胞間の相互作用を共通変数で記述す
ることで、この計算メモリの問題を解決しています。講演では、フェーズ
フィールドモデルの基礎、多細胞モデルの詳細、他の多細胞モデルとの比較な
ど、モデルを用いた数値計算結果などについてもお話しします。 

フェーズフィールドによる多細胞
系の数理モデルについて 
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